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「がん患者の就労支援を考える」 

－今、何が、できているのか－ 
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 2012 年 6 月、がん対策推進基本計画が見直され、重要項目として就労支援があげられた。これは、

就労しながら治療を続けるがん患者の増加を示すものであろう。確かに、日々の臨床の中でも働く世

代のがん患者は多く、これらの患者においては、治療が就労に影響を与えれば、経済的な問題にも発

展することが予測される。 

 しかし、医療者にとって、がん患者の就労相談の対応や、就労継続への支援について、経験が豊富

だったとは言えない。個別に、患者に対して、休養の必要性や、就労中の体調管理などの助言をする

ことはあっても、がん患者とその家族がもつ就労の問題については、患者自身が解決すべき事柄とし

てきたのではないだろうか。 

 そこで、今回のシンポジウムでは、がん患者の就労支援についての現状を共有することを目標とし

た。まず、座長から、茨城県総合がん対策推進計画―第三次計画―検討委員会で提供された、就労支

援に関する資料について報告を行う。そして、シンポジストには、通院する患者の就労支援、がん患

者の家族の就労支援、そして相談部門における就労支援の各立場から、現状についてご発言をいただ

く。 

 今回は、テーマの特殊性から、実践の成果や先駆的な取り組みの報告とは言い難いのかも知れない。

しかし、それぞれのシンポジストが、このテーマに対してのありのままの取り組みを発表することに

より、今、何が、できているのかを共有できるだろう。その結果、多くの施設でこの問題に関心を寄

せ、今後、どのように取り組むべきかの議論に発展することを期待する。 
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